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１ 研究の目的 

（１）背景・目的 

スギ・ヒノキの人工林資源が成熟し、主伐による木材の安定供給が求められ
る中、本県の木材生産は全国水準に比べ低位な状況にあり、これを担う中核経
営体における林業経営の効率化が喫緊の課題となっている。 

そこで、情報通信技術（ICT）を活用した“新たな生産管理手法” の導入に
より、中核経営体の生産性や経営効率を高め、本県の木材供給体制を強化する
ため、レーザ計測を活用した調査業務の省力化及び高精度森林情報の活用シ
ステムの開発と、工程管理システムの導入による労働生産性の向上を図る。 

 
（２）到達目標 

・ 現場調査等の人件費30%削減 
・ 労働生産性(主伐)60％向上 

 

２ 成果の概要 

（１）詳細な全木調査の現地計測時間を従来の方式と比較した場合、地上レー
ザ計測器（製品名：OWL）では61.6％（OWL：6時間53分/ha、従来調査：18
時間41分/ha）の時間短縮が図れ、人件費削減ができる（表１）。さらに、
従来の方式では得られる情報はアナログ情報に限られるが、OWL計測では立
木毎に多様なデジタル情報を得られる。 

（２）実測値と比較したOWL解析値の精度は、立木本数と胸高直径の精度は高
く、樹高と材積は低い。そこで、樹高補正機能（10本程度の樹高実測）を
追加した結果、樹高と材積の精度は大きく向上した(表２)。 

（３）地上レーザ計測、ドローン写真計測のマニュアルを作成した。 
（４）本県オリジナルの採材計画策定支援システムを組込んだ施業提案システ

ムを開発した(OWL解析データを活用)。これにより単木毎での採材と販売予
測が可能となり、原木換算による高精度な生産予測と施業提案書作成が、
10分程度の短時間で可能となった(図１)。 

（５）東京大学開発のRTKを活用した工程管理システムを現地検証した結果、
林業機械の軌跡から生産工程の自動把握の可能性を確認したが(図２)、事
業体のニーズに沿った電子日報や土場検知などの工程管理ソフト導入がで
きず、労働生産性向上についての検証はできなかった。 

 

３ 成果の活用 

これらの成果を研修で普及するとともに、中核経営体での森林調査活用業
務の効率を高めるため、林業技術部所管の地上レーザ計測OWLと解析・活用ソ
フトを希望する中核経営体への貸与を令和３年度から開始した。 
労働生産性向上については、今後「主伐に対応した新たな低コスト作業シス

テムの確立」等で検証する予定。 
 

 



 

４ 主なデータ 
表１ 地上レーザ計測と従来手法の調査時間比較 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表２ 実測値と比較したOWL解析値の誤差と誤差率及び樹高補正後の樹高及び材積誤差率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左青：ハーベスタ 

右青：グラップル 1 

緑：グラップル 2 

黒：フォワーダ 

図２ RTK を活用した工程管理 

1 日の林業機械の時空間軌跡例  

図１ 単木毎の原木予測（左）と 

施業提案書作成例（右） 

  

　地上レーザ計測樹高補正前 　地上レーザ計測樹高補正後
調査地 立木 胸高直径  樹高  材積   樹高 材積

誤差 誤差率 誤差 誤差率 誤差 誤差率 誤差 誤差率 誤差率 誤差 誤差 誤差率

本 cm m ㎥ m ㎥
1 大田東 0 0.0% 0.2 0.7% -3.1 -16.5% -10.9 -16.8% 1.4 7.4% 6.7 10.3%
2 宮野 2 2.1% 0.5 1.9% -3.7 -16.9% -9.4 -15.5% 1.8 8.2% 7.7 12.8%
3 檜皮 12 8.2% 0.6 2.2% -2.8 -12.4% -10.3 -10.5% 1.8 7.9% 10.6 10.8%
4 美東1 1 2.4% 3.1 11.4% -3.6 -15.5% 0.1 0.3% 0.7 3.1% 7.4 25.7%
5 天尾1 -1 -1.4% 0.4 1.5% -7.5 -28.7% 8.6 14.7% -0.6 -2.3% -1.4 -2.5%
6 天尾2 1 4.2% 0.7 2.5% -4.0 -16.4% -1.6 -8.8% 0.2 1.0% 2.5 13.3%
7 広狩 -2 -2.3% -0.4 -1.0% -7.4 -27.9% -33.6 -28.4% 0.2 0.6% 0.8 0.6%
8 坂根1 6 16.2% -0.2 -0.6% -5.0 -21.4% -8.6 -24.7% -0.3 -1.2% -1.5 -4.4%
9 坂根2 0 0.0% -0.4 -1.3% -3.4 -17.5% -6.7 -21.6% 0.1 0.3% -0.5 -1.5%

10 坂根3 0 0.0% -1.6 -5.0% -3.6 -18.4% -8.0 -27.5% 0.0 0.2% -2.5 -8.5%
平均 2 2.9% 0.3 1.2% -4.4 -19.2% -8.0 -13.9% 0.5 2.5% 3.0 5.7%

調査地 地上レーザ計測(a) 　従来手法(b)

面積 本数 実時間
haあたり
計測時間

面積 本数 実時間
haあたり
計測時間

ha 本 h:m h:m/ha ha 本 h:m h:m/ha
1 大田東 1.08 1041 5:00 4:37 0.13 122 2:30 19:13
2 宮野 0.09 98 0:33 6:06 0.09 98 1:29 16:28
3 檜皮 0.10 147 1:10 11:40 0.10 147 3:30 11:00
4 美東1 0.05 41 0:14 4:40 0.05 41 0:48 16:00
5 美東2 0.07 43 0:21 5:00 0.07 43 0:38 9:02
6 天尾1 0.07 73 0:43 10:14 0.07 73 1:40 23:48
7 坂根1 0.05 37 0:22 7:20 0.05 37 0:45 15:00
8 坂根2 0.18 83 0:59 5:27 0.05 45 0:45 15:00

平均 6:53 18:41
※　従来手法は胸高直径は直径巻尺を、樹高は超音波測定器を使用調査熟練者２名による計測



情報通信技術(ICT)を活用した林業経営の効率化

情報通信技術（ICT）を活用した“新たな生産管理手法” の導入により、
中核経営体の生産性や経営効率を高め、本県の木材供給体制を強化する。

〇従来の森林調査

・現地で立木を実測

・材積を計算

・アナログ情報を入手

〇ICTを活用した森林調査
地上レーザ計測器OWL(株)アドイン研究所
・約10m間隔で林内を計測
・ボタンを押し、1地点45秒でスキャン
・専用ソフトで自動解析、高精度情報を入手

 森林の詳細調査は、63.2％の人件費削減効果
 立木本数と胸高直径の精度は高く、樹高の精度は低かったが、

樹高補正機能の開発・追加により高精度化

研究の目的

〇採材計画策定支援システムの開発
樹形データを活用し、径級、等級によ

る採材と収支を予測するシステム

森林調査と情報活用が、大幅に省力化、高度化

地上レーザ計測OWLと解析ソフトを林業事業体に貸出しを行
い、森林調査業務等の効率化を計り、施業集約を進める。

森林調査の省力化と高精度化

〇施業提案作成支援システムの開発
施業集約の推進のため、簡易に施業提

案書を作成するシステム

高精度森林情報の活用システムの開発

成果の活用

※青色セル(直接打込み)及び緑色セル(リスト選択)のみ入力のこと

1 　施業要件

cm

m3

％

m3 m3

Ａ材 50.6 ％ m3 Ａ材 90 ％ m3

Ｂ材 19.8 ％ m3 Ｂ材 90 ％ m3 本数

17.2 ％ m3 90 ％ m3

12.4 ％ m3 90 ％ m3

m3 m3

Ａ材 50.7 ％ m3 Ａ材 90 ％ m3

Ｂ材 30.1 ％ m3 Ｂ材 90 ％ m3

2.1 ％ m3 90 ％ m3

17.1 ％ m3 90 ％ m3

2 　経費単価

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

3 　木材単価

①

②

③

④

①

②

③

④

採材計算法 最適計算

作業道の開設延長

全刈

Ｃ材 4.0

バイオ材 31.9

再造林
面積

樹種

Ｃ材

伐採率

スギ

ヒノキ

56.2

素材生産
経費

スギ・ヒノキ

51.7

Ｃ材 45.0

バイオ材

円

100

原木市場
経費

ha当り素材生産量 637 m3/ha

その他 機械回送費

素材生産費(伐採、木寄、造材、山土場搬出)

トラック運送費(山土場から市場〔工場〕まで)

作業道の開設経費

はい積料(仕分け、検収)

105.4

32.5

素材生産見込量
（OWL連携X採材率）

187.0

94.9

【 入力表①】

ha当り林分材積 637

ha

m3/ha

0.10年生スギ・ヒノキ

山口市○○町

作成年月日 2021/1/22

637

所 在 地

平均樹高 21.1

ha当り本数 820 本/ha

1.00ｍ

100 m

林齢 60

平 均 直 径 30.8

樹 種 ha計測面積

Ｃ材

素材生産見込量
（OWL連携）

290.4

146.8

57.5

50.0

施業内容 主伐・再造林・下刈

施業地の林分材積

施業面積

素材生産見込量
（OWL連携X採材率）

261.3

132.1

素材生産量 637 m3

50,000

7.5

800

1,500

1,500

4,300 円/m3

円/m3

円/m

円/m3

％

2000 ha/本

下刈方法

販売手数料(木材代金＊定率) 5.0 ％

4.4

35.5

62.5

0.70 ha

　バイオ材 4,400 円/m3

バイオ材 36.1

(1) 主伐

市場手数料(木材代金＊定率)

　Ｃ材（主として合板・集成材用） 7,938 円/m3

　Ａ材(主として製材用) 10,120 円/m3

　Ｂ材(主として製材用) 9,106 円/m3

(1) スギ

素材生産見込量
（OWL連携）

207.7

バイオ材

　バイオ材 4,400 円/m3

(2) ヒノキ

　Ａ材(主として製材用) 13,642 円/m3

　Ｂ材(主として製材用) 12,130 円/m3

　Ｃ材（主として合板・集成材用） 8,675 円/m3

スギ・ヒノキ

cm

ア　木材販売収入

円

スギ イ　補助金

m3 円 搬出間伐

m3 円 再造林

m3 円 1年目

m3 円 ２年目

m3 円 ３年目

４年目

m3 円 ５年目

m3 円 6年目

m3 円 計

m3 円 作業道開設

m3 円 合計

ウ　収入合計(ア＋イ)

円

ア　木材生産 イ　再造林・下刈 (円)

＠ 搬出間伐

＠ 再造林

1年目

＠ ２年目

＠ ３年目

４年目

５年目

6年目

計

ウ　支出合計(ア＋イ) 受取手数料

円 合計

　　　○○森林組合　代表理事組合長　○○　○○

　　　　　　　　担当：○○(TEL：090-1234-5678)

　　　　　㈱○○林業　　代表取締役社長　○○　○○

　　　　　　　　担当：○○(TEL：080-5678-1234)

120,000

98,000

98,000

0

0

392,000

672,000

470,937

(円)

1,276,000

％

機械回送費

合計 3,805,057

下
刈

7.5

358,646

150,000

334,446

50,000

5,081,904

124,000

120,000

はい積料

市場手数料

Ａ材

下
刈

100,000

1,164,000

52

本数

再造林面積

(円)

0

672,000

下刈方法 全刈

2000 ha/本

２　収支見積り

(1)　収入

2,150,955

1,293,982

682,081

34,514

140,378

98,000

98,000

 森林施業提案書　

１　施業要件

m3261
樹種 スギ・ヒノキ

作成年月日 2021/1/22

820 本/ha

0.70 ha
素材生産見込量

4,459,284

357,521

素材生産見込量 187

Ａ材 95

Ｂ材 56

Ｃ材 4

バイオ材 32

Ｃ材 45

バイオ材 32

Ｂ材

261

132

2,308,329

1,337,057

素材生産見込量

所 在 地

樹 種 林齢 60 年生 施業面積 1.00 ha

平 均 直 径 30.8 平均樹高

山口市○○町

施業内容 主伐・再造林・下刈 作業道の開設延長 100 m

21.1 ｍ ha当り本数

(2)　支出

ヒノキ

備考
・補助金につ

素材生産費

運送費

販売手数料

作業道の開設経費

222,964

142,814

5,623,284

その他経費

上記の通り見積りいたします。ご不明なところがございましたら、ご連絡ください。

5

1,500

800

円/m3

円/m3

円/m

％

円/m3

4,500

1,500

約540, 000円(1)－(2) ＝ ・ ・ ・ 　 ご返金見込額

2,017,000

(3)　収支

0

672,000

120,000

120,000

0

0

480,000

立木位置図と立木情報林内の可視化計測計測

曲りや細り
を判断し、
原木単位
で予測

入力シー
トで調整
後、自動
作成


